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地域医療の安定的確保 医業 経営の安定化

収益 事業等の実施

＜社会医療法人の要件＞

●役員、社員等については、親族等が３分の１以下で あること

●救急医療、へき地医療等を実施し、基準を満たして いること

●定款又は寄附行為において、解散時の残余財産を国 等に帰属させる旨
　定めていることなど

救急医療、へき地医療等の実施

社会医療法人
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医業 経営の安定化

救急医療、へき地医療等の
実施に必要な資金の調達

収益 事業等の実施

役員、社員等については、親族等が３分の１以下で あることなど

準を満たして いることなど

散時の残余財産を国 等に帰属させる旨を

社会医療法人
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協賛社名が掲示された特設ステージ
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新古賀病院

福山 尚哉（循環器内科）
2012年4月～

古賀 伸彦（循環器内科）
2012年4月～

赤澤 昭一（糖尿病･内分泌内科）
2001年8月～

2008年10月～

2009年6月～

2010年6月～

2012年6月～

林  明宏（呼吸器外科）

吉戒 勝（心臓血管外科）

吉岡 真実（麻酔科）

川﨑 友裕（循環器内科）
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平松 義博（循環器内科）

宮川 洋介（呼吸器内科）

二之宮 謙一（整形外科）

大曲 淳一（放射線治療科）

2009年6月～

新古賀クリニック

宮本 祐一（内科）

2012年6月～
大坪 義彦（循環器内科）
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庭園に設ける足湯

個室内のイメージ
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写真上＝平山さん　写真下＝上海
で中国語を習う田村さんと平山さん
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司
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６
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の
設
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い
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９
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で
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や

月
５
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２
１
０
２
が

26

　

13

素
酸
用
帯
携
が
人

　

ル
シ

医療機能連携協定書に調印する十時理事長（左）と古賀理事長

　

炭
は
療
治
ん
が
線
子
粒
重

速
光
で
器
速
加
を
ン
オ
イ
素の

60
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治
線
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の
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先
最
る
す
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子
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の」
定
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連
能
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療
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「

21

利
福
の

わ
行
で
室
議
会
階
１
棟
生
厚

21

義
松
平
の

秀
忠
時
十
ら
か
団
財
療
治
ん
が
線
子
粒
重

財
同
が
会
神
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に
長
事
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古
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事

た
し
ま
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医
じ

の
圏
療

る
き
で
が
設
施
療
治
ん
が
な
的
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世
に
栖
鳥

連
の
開
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医
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向
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ジ
ア
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成
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た
し
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に
書
定
協

り
通
の
表
別

機
療
医
の
つ
４

携
連
能

容
内
施
実

や
介
紹
者
患
の
互
相

た
し
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特
に
療
治
来
外

か

の
ら

者
患
院
入

査
検

の

を
ど
な
れ
入
け
受

佐賀国際重粒子線がん治療財団と
天神会が医療機能連携協定を調印

　

相互に患者の紹介・受け入れを行うものとする

医師等の医療従事者の人事交流等を通じて、人材
　育成及び医療技術の向上を図るものとする

相互が主催する症例検討会、講演会及び研究会
　の参加を推進するものとする

医療情報の IT 化や共有化を推進し、相互の連携
　強化を図るものとする容

内
施
実
携
連
能
機
療
医
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５
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０
０
６
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が
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と
回
３
「」
た
し
ま
り
な
に
強

が

で
ん
組
り
取

い

至
に
リ
ビ
ハ
リ
・
療
治
・
査
検
・
防
予
る

０
０
６

講
聴
人

　

月
４
は
会
神
天

21
22

第
会
学
術
技
化
浄

39

る
い
て

を
鑽
研
ど
な
る
す
表
発
を
果
成
の
究
研
て
し
加
参
が
人
９
０
９
ら
士
養

天神会が開催、全国から９０９人参加

楢原利則市長（右）に図録の目録を贈る古賀理事長

実技セミナー「透析患者のフットケア」を受講する参加者

久留米市に久重展図録 90 冊寄贈
　

田
・
家
明
発
の
身
出
市
米
留
久

す
承
継
し
彰
顕
を
業
偉
の
重
久
中

か
米
留
久
る
い
て
け
続
を
動
活
る

２
１
０
２
は
）
長
事
理
会
神
天
・
彦

開
館
同
た
れ
さ
託
預
ら
か
館
学
科館

50

重
久
中
田
「展
画
企
念
記
年
周

90

米
留
久
を
冊

版
68

の

て
え
添
も
真
写
の
品
作

が
重
久

る
な
と
身
前
の
芝
東
に
年
８
治
明

場
工

を

紹
を
ど
な
と
こ
た
し
業
創

同

別
特
と
校
学
中
小
全
は
で
市

く
「
ぶ
学
て
け
つ
見
ら
自
を
と
こ
る

使
て
し
と
材
教
の
業
授
の
」
学
め
るう

に
と
こ

　

は
会
学
術
技
化
浄
液
血
本
日

１
９
９
１

た
の
上
向
の
識
知
と
術
技
る
す

こ
る
図
を
及
普
と
展
発
の
そ

の
会
神
天
を
問
顧
の
会
学
同
ら

院
病
賀

21

岩
の
部
学
工
床
臨
・

長
士
技
み
と
ひ
本

古
新
・
現
（

がが
会
神
天
ら
か
と
こ
る
い
て
し

　

体
・
技
・
心
の
療
医
析
透
「

し
催
開

直
に
展
発
の
療
医
ム

れ
な
と
会
機
た
し
結

ど
な
」
す
で
い
幸
ば

演
講
別
特
ぶ
学
を

た
え
伝
ら
か
験
経
の

ポ
ン
シ
や
」
と
こ
い

場
現
析
透
「
ム
ウ
ジ

ヘ
ル
タ
ン
メ
の
者
護

や
」
る
診
ら
か
面
方
多
を
者
患
析
透
で
場

ミ
セ
た
し
画
企
が
会
員
委
各
の
会
学
同

　

古
は
で
」
礎
基
の
法
療
動
運
「
演
講
育
教

院
病
賀

21

を
礎
基
「
が
長
院
博
義
松
平
の

会
神
天

て
め
初
に
年
７
７
９
１
が
長
事
理
賀
古
の

な
的
果
効
が
法
療
動
運
に
ん
さ
者
患
析
透

介
紹
を
ど
な
と
こ
た
し
表
発
会
学
を
と
こ

運
な
的
果
効
で
全
安

べ
述
て
い
つ
に
性
要

　

ク
賀
古
新
は
で
」
法
療

津
理
橋
石
は
で
」
ア
ケ

管
室
療
治
傷
創
・
子

院
病
賀
古
や
師
医
科
内
器
環
循
・
章
嘉
谷21長

）
来
外
同
・
現
（

7

会
神
天

アロマテラピーコーナーで、ハン
ドマッサージを体験する参加者

会
大
術
学
会
学
術
技
化
浄
液
血
本
日
の
初
州
九 市民公開医療セミナー

「がん」を切らずに治療する『最新の放射線治療』
 古賀病院 21　大曲 淳一・放射線治療センター長

 新古賀病院　堤 慶子・医療ソーシャルワーカー

 九州大学病院　外 須美夫・麻酔科蘇生科教授

「がん」を早期発見するための
　　　　　４０列 PET-CT を含む総合健診について

古賀病院 21　吉田 毅・PET 画像診断センター長

がん患者さんとご家族の交流の場『がんサロン』を開催して 

「がん」になった時の心構え ～みんなで闘うがん医療～

第１回目「がんの早期発見・早期治療とがんサロン」

脳卒中の血管内手術～切らずに治す脳のカテーテル治療～
 新古賀病院　伊藤 理・脳血管内外科部長

 新古賀病院　吉戒 勝・副院長兼心臓血管外科部長

 古賀病院２１　平松 義博・病院長

増え続ける脳卒中～診断と治療について～
新古賀病院　一ツ松 勤・脳卒中脳神経センター長
　　　　　　　　　　　兼脳神経外科部長

 新古賀病院　一ツ松 薫・栄養科長
動脈硬化の予防と食生活

心血管病のリハビリテーションと地域・グループ連携

最新の狭心症治療～冠動脈バイパス術を含めて～
 新古賀病院　川﨑 友裕・心臓血管センター長

ストップ･ザ･心筋梗塞～覚えておきたい三つの注意事項～

第２回目「心臓・脳と血管
　　　　　　　　～動脈硬化性疾患の高度医療連携～」

乳がん～乳房温存率８８．２％のチーム医療～
 新古賀病院　田中喜久・乳腺外科部長

 新古賀病院　中村弘毅・消化器内科部長

 新古賀病院　高尾貴史・消化器外科部長

「がん」とは～みて知るいろいろな「がん」～
新古賀病院　入江康司・病理診断科部長

 古賀病院 21　小林慶太・緩和医療部長
緩和ケア病棟の担うもの

肝臓がん～当院での治療の実際～

胃がん･大腸がん～内視鏡検査による早期発見と治療～
 新古賀病院　富永正樹・呼吸器内科部長

肺がん～生存率低く、なによりも予防が大事～

第３回目「がん診療の最前線から
　　　　　　　　　　～肺･胃･乳･肝臓･大腸の５大がん～」

古賀病院２１の平松院長の講演を聴く参加者
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院
病
賀
古
新

　

天
人
法
療
医
に
月
４
年
７
９
９
１

世
お
に
科
器
環
循
院
病
賀
古
の
会
神

15

ま
り
な
に
目
年

め
じ
は
し
働
稼
が
院
病
賀
古
新
の
在

の
院
病
賀
古
新
ぼ

歩
に
緒
一
と
史
歴

に
と
こ
た
き
で
ん

循
に
年
２
０
０
２
で
中
の
史
歴

ン
セ
管
血
臓
心
に
月
４
年
３
０

院
病
賀
古
新
ら
か
月
６
年
２
１

長
院
副
の

 

ン
セ
管
血
臓
心
兼
（

　

の
変
病
塞
閉
・
窄
狭
の
管
血
心

形
脈
動
冠
的
皮
経
う
行
を
療
治

て
し
と
門
専
を
）
Ｉ
Ｃ
Ｐ
（
術
成

に
的
襲
侵
低
な
的
科
内
り
限
な
能
可カ

　
外

ン
セ
管
血
臓
心
「
た
し
携
連
と
科

11

療
診
の
帯
所
大
も
最
は
で
院
病
賀
古

た
し
ま
り
な
と
科

治
Ｉ
Ｃ
Ｐ
・
査
検
ル

も
へ
ど
な
療
治
の
へ
患
疾
肺
・
患

き
て
げ
広
を
幅
の
療
治
に
的
極
積

も
て
し
対
に
」
全
不
心
「
う
ろ
あ
で

院
病

21

行
て
し
続
継
を
ど
な
法
療
リ
ビ
ハ

い
て
し
に
う
よ
す
指
目
を
上
向
の

　

行
が
療
治
た
し
献
貢
に
域
地
の
米

新古賀病院の歩みとともに

循環器内科

副院長 
川﨑友裕

ステントグラフト内挿術の手術後腹部大動脈瘤（矢印）の手術前

　

院
病
賀
古
新

ン
テ
ス
瘤
脈
動
大
い
な
少
が
担
負
の
へ
体
身

　

治
た
れ
さ
立
確
の
ら
か
来
従
の
瘤
脈
動
大

を
分
部
の
瘤
し
断
遮
に
的
時
一
を
流
血
の
脈

術
換
置
管
血
工
人
る
え
換
き
置
で
管
血
工
人

法
療
治
た
れ
さ
発
開
に
後
の
そ
は
術
挿
内
ト

療
治
瘤
脈
動
大
い
な
し
開
切
部
腹
胸

施
実
を
術
挿
内
ト
フ
ラ
グ
ト
ン
テ
ス

少
最

２
０
２

国
全
で
床
病

90

る
入
に
院
病

定
認

設
施
練
修

(A)
に

る
な

肝胆膵外科高度技能専門医制度

9

院
病
賀
古
新

　

の
国
全
ら
か
度
２
１
０
２
は
省
労
厚

Ｃ
Ｐ
Ｄ

病
学
大
を
院
病
象
対

（群
院
本
院

Ⅰ

）
群
80

（
群
院
病
度
密
療
診
高
た
え
備
を
能
機
の
定
一

Ⅱ

）
群

90

（
群
院
病
期
性
急
の
他

Ⅲ

Ⅱ

れ
さ
定
選
に
群

Ⅱ

Ⅱ

５
数
床
病
は
群

約
の
上
以
床
０
０

55

た
し
ま
い
て
し
計
推
と
い
な
し
当
該
か
し
院
病

Ⅱ

な
少
も
最
は
で
中
の
院
病
定
選
群

厚労省  新古賀病院をDPC病院Ⅱ群に選定

は
と
Ｃ
Ｐ
Ｄ

従来の診療行為ごとに計算する出来高払い方式とは異なり、
入院患者の病名や症状をもとに手術などの診療行為の有無
に応じて、厚生労働省が定めた１日当たりの診断群分類点数
をもとに医療費を計算する新しい定額払いの会計方式で
す。2003年度から大学病院・特定機能病院で運用が開始さ
れ、新古賀病院は06 年度からDPC対象病院となりました。

　

　

Ｃ
Ｐ
Ｄ

院
病
象
対

の

院
病係

礎
基
「る
な
と
率
乗
の
出
算
費
療

１
は
数
係

・

院
病
の
群

実
の
修
研
師
医
「」
度
密
療
診
「
が
省
労
厚
は

当
件
１
術
手
（施
実
の
術
技
療
医
な
度
高
「」
施

Ｃ
Ｐ
Ｄ

 

床
病
定
算

の
つ
４
う
い
と」
施
実
の
療
診
る
す
対
に
者
患

　

院
病
賀
古
新

は

６
月
１

日
で
付
日

高
科
外
膵
胆
肝
の
会
学
科
外
膵
胆
肝
本

設
施
練
修
定
認
度
制
医
門
専
能
技
度

(A)

に

り
な

(A)

定
認
の

院
病
学
大
の
ど
な
大

沖
・

縄

は
で

18
は
で
内
県
岡

８

院
病

　

化
消
は
設
施
練
修

技
度
高
が
医
科
外
器

を
定
認
の
医
門
専
能

を
修
研
育
教
な
要
必
に
め
た
る
す
請
申

会
学
科
外
器
化
消
本
日
①
は
に
る
れ
さ

さ
定
認
に
設
施
練
修
定
指
度
制
医
門
専

い
る
あ
医
導
指
能
技
度
高
②
る
い
て
れ

が
医
門
専
能
技
度
高
は

１

勤
常
上
以
名

い
て
れ
ら
と
が
制
体
育
教
な
分
十
て
し

設
施
練

(A)

の
年
前
請
申
は
に

12

ま
末
月

の
で

１

手
科
外
膵
胆
肝
度
難
高
に
間
年

を
術

50

い
て
し
施
実
上
以
例

(B)

は
に

30
例う

い
と
る
い
て
し
施
実
上
以

　

日
に
で
す
は
院
病
賀
古
新

医
門
専
会
学
科
外
器
化
消
本

定
認
に
設
施
練
修
定
指
度
制

学
科
外
膵
胆
肝
本
日
が
長
部
科
外
器
化

が
準
基

る
あ

術
手
科
外
膵
胆
肝
度
難
高

も

１
１
０
２

に
年

52

て
し
施
実
件

設
施
練
修

(A)
に

し
ま
れ
さ
定
認

に
的
終
最
て
べ
調
を
か
う
ど

90

定
選
を
院
病

し

が
た
し
ま

に
群
Ⅱ
ら
か
と
こ
る
い
て
し
た
満
を
値
準
基

・
０

１
は
数
係
礎
基
の
院
病
５

・

な
と
８
１
４
０90

均
平
の
院
病
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院
病
賀
古
新

インタビューを受ける村井雄一さん晴美さんご夫婦

術後の検討会を取材するサガテレビのスタッフ

　

療
治
線
射
放
・
断
診
理
病
速
迅
中
術
・
術
手

率
存
温
房
乳
い
高
も
最88

療
治
う
い
と
％
２
・

）
度
年
０
１
０
２
（
績
実

で
ど
な
ビ
レ
テ
や
誌
雑

ま
れ
さ
介
紹
で
い
次
相

　

月
２
年
２
１
０
２

20売
読
た
れ
さ
行
発
に
日

院
病
『「
の
行
発
社
聞
新

合
総』
２
１
０
２
力
実
の

実
術
手
ん
が
乳
度
年
０
１
０
２
「
の
設
施

院
病
賀
古

・

科
外
腺
乳

ん
が
乳
の

術
手

で

の

存
温
房
乳

は
率

88

％
２
・

（

件
０
１
１

中

97
件
で）

紹
が
と
こ
い
高
も
最

28

に
日

者
齢
高
た
れ
さ
売
発

福
す
ら
く
ら
「
誌
ド

最
る
守
も
命
し
残
房

」
術
手
ん
が
乳
の
新

術
手
科
外
腺
乳
の
院

速
迅
中
術
の
科
断
診
理
病
や

院
病

21
・

ン
セ
療
治
線
射
放

や
法
療
存
温
房
乳
る

の
そ

ど
な
性
全

れ
さ
載
掲
が

し
ま

　

Ｓ
Ｔ
Ｓ

レ
テ
ガ
サ

月
６
は
で
ビ

13

14

の
日
両

喜
中
田
る
す
術
手
を
ん
が

パ
ン
リ
た
し
出
摘
や
長
部
科
外
腺
乳
・
久

入
る
す
断
診
理
病
速
迅
中
術
を
瘍
腫
・
節

（
ん
さ
美
晴
井
村
の
町
賀
古
原
市

56

と
）
歳

（
ん
さ
一
雄
の
人
主
ご

61

タ
ン
イ
の
へ
）
歳

た
し
ま
れ
さ

　

ガ
サ

ビ
レ
テ

の

し
ま
い
て
し
望
希
を
術

病
の
他

た
し
を
術
手
摘
全
で
院

う
い
と

席
隣

の

か
性
女

ら

る
見
を
胸
で
呂
風
お

の
た
せ
残
を
房
乳
に
度

し
悔
後
と
か
い
な
は
で

ら
が
な
涙
と
す
ま
い
て

れ
ら
え
訴
に

術
手
存
温

率
存
温
房
乳
の
術
手
ん
が
乳

88
２
・
％

「まだまだ全国からの支援が必要です」

科
外
腺
乳

がれきの向こうに見える半分取り

勤務を終え天神会の古賀理事長から

る
れ
さ
設
建
が
院
病
新
に
台
高
は
に

ま
だ
ま
は
に
め
た
く
い
て
し
営
運
く

し
ま
い
て
し
話
と
」
す
ま
し
待
期
に

震災被災

11

院
病
賀
古
新

　

は
長
院
哉
尚
山
福
の
院
病
賀
古
新

２
１
０
２

て
し
職
退
で
末
月
３
年

志
立
公
る
あ
に
町
陸
三
南
県
城
宮

津

任
赴
て
し
と
医
科
内
の
院
病
川

し

　

任
赴
が
長
院
誉
名
・
山
福

し
た

志
立
公

津

県
城
宮
る
あ
の
院
病
川

月
３
年
昨
が
割
７
約
の
人

11

の
日

る
よ
に
災
震
大
と
災
震
大
本
日
東大

流
し
押
が
て
べ
す
は
所
療
診
の
つ津

み
飲
に
波
で
ま
階
４
も
院
病
川

ん
さ
者
患
院
入
て
れ
ま
込

72
人
と

り
な
と

患
た
き
で
出
救

ん
さ
者

42

人
０
５
２
計
者
難
避
の
ら
か
辺は

震
に
さ
寒
で
室
議
会
の
階
５

し
ま
励
ら
が
な
え

入

院

う
の
ん
さ
者
患
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から２番
鈴木隆・
長（右端）

壊された志津川病院

感謝の花束を贈られる福山院長
南三陸町の震災前 震災後

ようやく開設された公立南三陸診療所（右の建物は町役場）

南三陸町の町長室に佐藤仁町長（左
目）を訪ねた福山名誉院長（右隣）と
志津川病院長（左端）、横山孝明事務
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　1975 年に日本レコード大賞を受賞した小椋佳・作詞作
曲の「シクラメンのかほり」は、今も歌い続けられている名曲
です。多くの人がこの曲名を「シクラメンの花のかぐわしい香
り」と読み取っていますが、「香り」の歴史的仮名遣いは「かほ
り」ではなく「かをり」です。当時は香りを持つシクラメンもま
だ開発されていませんでした。「佳穂里（かほり）」は小椋夫人

葉言花のどな』純清『』みかには『「くらそおは名曲、で前名の
を持つ『シクラメン』のような『佳穂里』」の意味で、「暮れ惑う
街の別れ道にはシクラメンの
かほり（はにかみ屋で清純な佳
穂里）むなしくゆれて季節が知
らん顔して過ぎて行きました」
の世界だったのではないでしょ
うか。
　ただ、確かに「香り」は「気折
（カヲ）」が語源で、万葉集など
では「塩気能味　香乎（かを）礼流国尓」のように使われてい
ますが、歴史的仮名遣いの基準となった平安時代中期の女
房文学・源氏物語の原文に最も近いと思われる大島本（国
の重要文化財）では、「かほり」は２９例も使われ、「かをり」
はわずか３例だけです。鎌倉初期の歌人・藤原定家が探求
した仮名遣いを、室町時代の僧・行阿が修正した定家仮名

）水（  　　　　　　　　　　　　　　。すで」りほか「もい遣

……  からだ言葉のカルテ⑨  …… 
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緩和ケア病棟「実りの樹」を開設緩和ケア病棟「実りの樹」を開設
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　第９号が出来上がりましたのでお届けします。今回
は社会医療法人認定など、お知らせしたいニュースが

数多くあり、掲載紙面が４ページ増えて計２０ページになりました。今回か
ら表紙の写真も新古賀病院の入江康司・病理診断科部長が撮影した「花
シリーズ」を掲載いたします。お問い合わせやご指摘、ご要望などがござ
いましたら広報部（０９４２・３８・２３８６）までご連絡下さい。

編集後記

Ｉ
Ｒ
Ｍ
ラ
ス
テ
０
・
３
の

　新古賀クリニックが２０１２年４月、一般社団法人日本
脳ドック学会の「脳ドック認定施設」になりました。認定は
①最新の「脳ドックのガイドライン」に準拠した脳ドックの

実施②直径３ミリ以上の未破裂脳動脈瘤が確実に検出で

き、かつ脳主幹動脈狭窄病変の評価のための高精細な画

像が作成できるＭＲ機器及びソフトウエアの使用③過去
１年間の受診者数が５０例以上――などが条件です。
　クリニックの健康管理センターは脳ドック（オプション
を含む）を２０１０年６７２例、２０１１年７９７例実施して
おり、他の条件もいずれも整っているとして認定されまし
た。福岡県内では５施設目の認定です。

  脳ドック学会認定施設に
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男性フロア 女性フロア

脳ドック   29,400 円 肺がんドック   15,750 円 レディースドック   12,600 円

●頭部ＭＲＩ・ＭＲＡ検査
●頚動脈超音波検査  ●眼底カメラ検査
●ＡＢＩ（血圧脈波測定）  ●血液検査

●子宮がん検査   ●経腟超音波検査
●マンモグラフィ検査（２方向）
●乳腺超音波検査   ●骨密度測定

●ヘリカルＣＴ検査
●喀痰検査

短期入院（1泊 2日）58,800 円日帰り（半日）  37,800 円 精密（半日）  73,500 円
●血液検査   ●尿検査   ●便潜血検査   ●心電図検査   ●腹部超音波   ●眼圧測定   ●眼底カメラ検査   ●胸部 X 線撮影　

●腫瘍マーカー（２項目）
●胃透視または
　胃カメラ検査

●腫瘍マーカー（6項目） ●肝炎検査（Ｂ型・Ｃ型）
●肺ヘリカル CT検査 ●呼吸機能検査
●胃カメラ検査  ●頭部MRI・MRA  ●骨密度測定
●甲状腺超音波検査   ●ABI（血圧脈波測定）

●腫瘍マーカー（2項目） ●糖負荷検査
●呼吸機能検査 ●頚動脈超音波検査
●ＡＢＩ（血圧脈波測定）
●胃透視または胃カメラ検査

新古賀クリニック 健康管理センター  ☎0942-35-3170

健保組合のない事業所 健保組合を持つ事業所 農漁業・自営業など 75 歳以上全員

後期高齢者医療国民健康保険組合管掌健康保険協会けんぽ（旧政府管掌）健 

診

ア
ロ
フ
別
女
男
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行動規範

病める人中心の医療　病める人の権利を尊重

し、プライバシーを遵守して、思いやりのある医

療の実践に努めます。

安全で高度な医療の提供　病める人の安全を

確保し､いつでも受療できる体制を整え､心のこ

もった質の高い専門的医療の提供に努めます。

医療機関との連携　地域医療機関との連携を

緊密にし、生涯にわたる一貫性のある医療の提

供に努めます。

医療人としての研鑚　私たちは医療人として、

医療技術の向上に日々努め、節度ある態度を

もって病める人に対処できるように自己研鑽に

努めます。

〒830 － 8577　久留米市天神町１２０
 TEL : 0942 － 38 － 2222 ㈹　FAX ： 0942 － 38 － 2255

新古賀病院

〒839 － 0801　久留米市宮の陣３－３－８
 TEL ： 0942 － 38 － 3333 ㈹　FAX ： 0942 － 38 － 3324
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